
12 広報 

３月３日（土）、厳粛さと華やかな雰囲気のなかで、平成18年度（第59期）卒業生114名が学舎を巣立っていき
ました。卒業生の進路状況は表の通りです。
進路担当者によると、今年度の進路の特色は　①大学進学者の割合増　②就職内定率100％達成　③県外就

職者数の割合増　④10数年ぶりに自衛隊合格者がでたこと　と分析しています。仙北市出身の就職希望者16名
は地元企業に８名、県内に２名、県外に６名就職となりました。
卒業生が後輩にあてた合格体験記から、その一部をご紹介いたします。

○医療に携わる職業に就くことは幼い頃からの私の夢でした。怪我をして病院へ行
った時に診療放射線技師という職業を知り興味を持つようになりました。また、私
は親に負担をかけずに勉強することができる就職進学を希望していました。……家
に結果が届いたのは夜の７時でした。緊張して震える手で封筒を開けた瞬間、合格
という文字が見えました。このときの嬉しさは一生忘れないと思います。就職進学
をするためには、２つの受験を乗り越えなければなりません。そして、決まってか
らが本当に大変だと思います。しかし、最後までやり遂げた時、大きな達成感が得
られ、自信にもつながると思います。自分の夢に向かって頑張って下さい。

○私は中学生の頃に身体が弱い祖父の身の回りの世話をしたことがきっかけで介護
福祉の仕事に就きたいと考えるようになりました。……合否が決まるまでの２週間
は、心臓が破裂するかと思うくらい不安でした。合格発表当日、職員室に行き先生
から合格したことを知らされ、周りにいた先生方からも「おめでとう」と言われ、安
心と嬉しさのあまり泣いてしまいました。私はこの時の気持ちを絶対に忘れません。
…介護福祉と聞いて、高齢者の世話と思う人も多いでしょう。しかし、介護福祉と
は生活に支障がある人の援助です。高齢者だけでなく、赤ん坊なども対象となるの
です。私はこの受験の苦しさ、合格の喜びを胸に多くの人々と日常生活を共に歩み
たいと思っています。

（２月～３月） 

※奈良県・大阪府からも頂いております。 


